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平成２７年度ユネスコスクール年次報告書 

 

報告期間：平成２７年４月～平成２８年３月 

 

 

 １．学校概要  

 

学校名   名古屋市立名古屋商業高等学校               

  種 別 □保育園・幼稚園  □小学校     □小中一貫教育 

      □中学校      □中高一貫教育  ✔高等学校  

      □教員養成     □技術/職業教育 

      □特別支援学校   □その他（         ） 

  所在地 〒４６６－００４４ 

      名古屋市千種区自由ヶ丘二丁目１１番４８号           

  E-mail  mail@nagoya-ch.ed.jp                     

  Website  http://www/nagoya-ch.ed.jp/                 

  児童生徒数  男子 ４４名   女子 ９１１名  合計 ９５５名 

        児童・生徒の年齢１５歳～１８歳 

 

 ２．実施活動（複数選択可） 

 

  □ 地球規模の問題に対する国連システムの理解 

 ✔ 国際理解 

 □ 世界遺産 

□ 平和・人権 

✔ 環境 

□ 気候変動  

✔ 生物多様性 

□ エネルギー 

□ 防災 

□ 食育 

□ 伝統文化 

✔ そのほか（ 地域への貢献活動        ） 
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 ３．活動内容  

 

（１）１年間の主な活動内容について記載願います。 

１ 国際理解分野 

 本校には、オーストラリアと台湾に姉妹校があり、本年度も、姉妹校との交流

を中心に、日本文化や名古屋の文化の紹介、オーストラリア・台湾の文化の理解

を深める学習を行った。 

（１）異文化理解に関する学習 

   国際経済科の授業において、日本文化の理解、オーストラリア・台湾の文

化・歴史等の学習を実施した。 

（２）テレビ会議システムを活用した合同授業 

   本校に導入されているテレビ会議システムを活用して、姉妹校と相互に、

自国の文化や自校の紹介を英語で行った後、質疑応答を行うという形式によ

り合同授業を実施した。 

   ５月１２日、１３日  チェリーブルック工科高等学校（オーストラリア） 

   １１月５日、 ６日  高雄市立高雄高級商業職業學校（台湾） 

（３）外国の高校生との交流 

   １１月５日（木）から７日（土）にかけて来日した高雄市立高雄高級商業

職業學校の生徒２０名と交流活動を行った。英語で互いの母国語を説明する

アクティビティーや日常生活を英語で紹介するアクティビティー等を行った。 

  また、茶道部のお点前を披露し、台湾の高校生に茶道を体験してもらうプロ

グラムは台湾の生徒には好評であった。７日（土）には本校生徒が、台湾の

生徒に名古屋観光案内を行い、交流を深めた。 

（４）英語によるプレゼンテーション大会への参加 

  ① World Youth Meeting 2015 

８月７日・８日に日本福祉大学東海キャンパスで開催された表記大会に

参加した。本校は、姉妹校である高雄市立高雄高級商業職業學校（台湾）

との合同チームと、私立三信高級家事商業職業學校（台湾）との合同チー

ムの２チーム出場した。 

    名古屋商業＆三信商業チームは、「Bond goes beyond national borders」

というタイトルでプレゼンを行い、東日本大震災や台湾で起こったカラー

スプレーの爆発事故を例に、国や言語、宗教が違っても、支援を通して繋

がることができるという“国境を越えた絆”について発表した。 

    名古屋商業＆高雄商業チームは「The girl who across the ocean ～about 

foreign brides～」というタイトルで、“外国人の花嫁”に着目し、彼女た

ちを取り巻く差別や困難な暮らし、そしてそんな現状を打開するための政

府の施策を伝えながら、国際結婚について考えを深め、私たちに出来るこ

とは何なのかを考えよう、というプレゼンテーションを行った。 

  ② ＡＳＥＰ(Asian Student Exchange Program 2015 in Taiwan)  

１２月２５日から３０日にかけて台湾の高雄市で毎年開催される表記大

会に本校国際経済科の生徒１２名が参加した。本校のパートナー校は台湾

の高雄市立中正高級工業職業學校と高雄市立楠梓高級中学の２校で、本校

生徒は６名ずつに分かれての参加であった。生徒は６名ずつそれぞれの学

校へ訪問し、交流活動を行うとともに、共同研究・発表の準備・リハーサ

ルを行った。当日は「旅と学習」をテーマに両チームが発表し、共に 
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"PLATINUM AWARD” を受賞した。 

 （５）台湾修学旅行 

    １月１９日から２２日にかけて、国際経済科２年生が台湾へ修学旅行に

出かけた。台湾では、分散研修、姉妹校訪問等を通じて、異文化理解を深

めた。 

 

２．環境・生物多様性分野 

  藤前干潟の“葦”という植物と自然環境との関係について学習を進め、「水資

源・水環境の重要性」と「生態系の保護」が課題であると生徒が認識するよう

になった。藤前干潟の“葦”をビジネスに取り込み、エコロジーとビジネス活

動と連動させるという、環境保全活動を産業として確立させるという研究を始

めた。具体的には、刈り取られた“葦”を原料とした商品を開発し、販売する

というビジネスモデルの研究を行った。津島毛織工業協同組合、尾張繊維技術

センターの二つの地域の機関と株式会社トスコの指導・協力により、布地を製

造することができた。また、この布地を加工した商品の製造は、社会福祉法人

第一ワークスに依頼することで実現した。 

生徒は”葦”を原料とした商品の開発を通して、ビジネスが環境保全、社会

福祉への貢献、地域の活性化を図ることが可能になるのではないかとかんがえ

るようになった。 

こうした研究を、「第 10 回愛知県高等学校生徒商業研究発表大会」と「第１

回全国ユース環境活動発表大会」において発表した。また、「愛知県ユネスコス

クール交流会」や「イオンｅｃｏフェスタ」、「藤前干潟ふれあい事業」におい

て、展示コーナー・体験ブースを設け、これまでの取り組みを紹介した。 

 

 

３．地域への貢献活動 

 （１）美濃和紙を原料とした紙布の商品開発 

   美濃和紙を原料とした紙布を利用した商品の開発を通して、地域に貢献す

る取り組みを行った。美濃和紙の工房より紙布の作成についての指導・助言

を受け、紙布の染色には名古屋の伝統産業である有松絞りの会社の協力を得

た。そして、本年度は牛皮と染色された紙布とを材料にした鞄の商品開発を

行った。地元企業の協力により、試作品の製作までを行うことができた。 

 （２）地域の菓子店と連携した商品開発 

   地域の和菓子店と連携して、新商品の開発を行い、「お菓子フェア２０１５

（第７回 いちいお菓子フェア）」にて販売した。地域の名物になるよう生徒

は工夫と改良を加え、フェアでは短時間で売り切れとなった。今後が、名物・

定番商品となるよう、和菓子の開発をしたいと生徒の意欲は高まった。 

 （３）地域イベントの企画・運営 

   愛知工業大学と地元の商店街と連携し、生徒が地域を活性化させるための

イベントを企画し、大学生、商店街の関係者と協力し、運営を行った。また、

地域の活性化について研究し、発表を行った。 
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（２）活動時間について（下記から選択して下さい。） 

 

  ✔ 通常の授業時間を使用（総合的な学習の時間を含む） 

✔ 時間外活動の時間を使用 

□ ユネスコクラブの活動として実施 

□ その他（                           ） 

 


